
 

  

 

 東京都教育委員会は、次のような志をもっている先生方を求めています。 

 ✓ これまで培った教科等の専門性をより高めて、多くの先生方に広めたい。 

 ✓ 学級経営や生活指導などに関する研究を行い、子供たちの学校生活をより充実させたい。 

 ✓ 教育課程や学校経営に興味があり、学校において指導的な役割を果たしたい。 

 ✓ 将来、指導主事や教育管理職を目指して、教育行政や教育法規などを学びたい。 

 長期派遣研修は、学校を離れ大学院や東京都教職員研修センターなどで、教員としての今までの実践を振

り返り、時間をかけてじっくりと研究と修養に努めることができます。 

○派遣期間中も東京都の教員としての身分が保障され、給与等が支給されます。 

○長期派遣研修の修了者は、中堅教諭等資質向上研修Ⅰの一部単位に読み替えることができます。 

また、教育管理職選考の一部が免除されます。 

研修番号３２０１～３２０３ 大学院派遣研修 

研修番号３２０４       東京都教員研究生 

校種や専門の異なる仲間との学びから

新たな気付きが生まれ、教育に対する

考え方が広がります。 

学校を離れ、大学院や東京都教職員

研修センターで１年間又は２年間

研究・研修を重ね、スキルアップが

できるまたとない機会です。 

 

大学院や東京都教職員研修センターでの研究・研修を通して 

～長期派遣研修による専門性の向上～ 

東京都教職員研修センター 



  

研修番号 ３２０１ ３２０２ 

派遣研修名 
新教育大学 

大学院派遣研修 

大学院設置基準第14条 
適用大学院派遣研修 

目的 
教科等及び教育課題における高い専門性や識見を身に付けた、指導的役割を果たせる

教員を育成する。 

期間 2年間  ２年間（派遣期間１年間） 

派遣先 

○上越教育大学大学院 

○鳴門教育大学大学院 

○兵庫教育大学大学院 

※派遣者が３大学院から、いずれかの 

派遣先を志望することができます。 

○大学院設置基準第14条を適用して 

いる大学院、教職大学院 

 

※派遣者が全国の適用大学院から派遣先を志望す

ることができます。 

募集人数 １名程度 ３名程度 

主な研修内容 

○２年間にわたり所属校を離れ、研究・研修を行

います。 

○派遣先の大学院が定めたカリキュラム等に基づ

き研究・研修を行います。 

○修士又は教職修士（専門職）の学位取得を目指

します。 

 

○１年目は所属校を離れ、研究・研修を行います。 

○２年目は所属校で勤務をしながら、夜間、週末、

長期休業期間等を利用して、研究・研修を行い

ます。 

○派遣先の大学院が定めたカリキュラム等に基づ

き研究・研修を行います。 

○修士又は教職修士（専門職）の学位取得を目指

します。 

費用 

（学費等） 

原則自己負担 
 検定料、入学金、授業料、現地での研修に伴う

旅行費及び居住に関わる費用等は自己負担となり

ます。赴任旅費、通学交通費は都が負担します。 

原則自己負担 
 検定料、入学金、授業料、研修に伴う旅行費等

は自己負担となります。通学交通費は都が負担し

ます。 

主な応募資格 

○主幹教諭、指導教諭、主任教諭、主任養護教諭である者 

○修士課程等の修学にふさわしい教育実践、研究実績を有する者 

［例］東京都教育研究員、教育課題等研究開発委員会委員、東京教師道場部員・リーダー、各学校や

区市町村においての研究を指導的立場で推進した者など 

○教職大学院派遣研修（3203）を出願しない者 

※新教育大学大学院派遣研修（3201）と大学院設置基準第14条適用大学院派遣研修（3202）は併

願することができます。 

 

※令和５年度の教育管理職選考との併願はできません。 

応募締切 令和５年５月中旬 

備考 

 長期派遣研修を修了した者は、所定の代替措置により、中堅教諭等資質向上研修Ⅰの一部単位（職層等に

より異なる）として読み替えることができます。また、教育管理職選考で一部免除が適用されます。 

 なお、派遣期間中の教育管理職選考の受験は可能ですが、一部免除は適用されません。 

 ※ 出願時に各大学院の出願資格及び出願要件に該当するか御確認ください。選考後は、各自で大学院を受験します。試験

内容に関しては、各大学院の募集要項などを御覧ください。 

 ※ 障害等で配慮が必要な場合は、出願前に志望する大学院に受験及び入学に関しての確認をお願いします。また、出願書

類を提出する前に、必ず東京都教職員研修センター研修部教育開発課大学院派遣研修担当まで御連絡ください。 

 ※ 派遣の募集については、４月以降、派遣研修ごとに通知します。所属の管理職に御確認ください。 

＜大学院派遣研修広報動画＞ 

https://youtu.be/DQXi3Gvqt5g 

https://youtu.be/DQXi3Gvqt5g


研修番号 ３２０３ ３２０４ 

派遣研修名 教職大学院派遣研修 東京都教員研究生 

目的 
確かな指導理論と優れた実践力や応用力を身に

付けた、指導的役割を果たせる教員を育成する。 
学校経営や学習指導等についての高い専門性を

備えた、指導的役割を果たせる教員を育成する。 

期間 １年間 １年間 

派遣先 

○創価大学教職大学院○玉川大学教職大学院 

○帝京大学教職大学院○東京学芸大学教職大学院 

○早稲田大学教職大学院 

※派遣者が５教職大学院から、いずれかの派遣先

を志望することができます。（派遣先が第１志

望とならない場合があります。） 

東京都教職員研修センター 

募集人数 ３０名程度 １５名程度 

主な研修内容 

○１年間にわたり所属校を離れ、研究・研修を行います。 
○派遣先の教職大学院が定めたカリキュラム等に基づき
研究・研修を行います。 

 ・教育課程の編成・実施に関すること 
 ・各教科等の実践的な指導方法に関すること 
 ・生徒指導、教育相談に関すること 
 ・学級経営、学校経営に関すること 
 ・学校教育と教員の在り方に関すること 
 ☆選択科目等で自分の興味・関心のある分野について学

ぶことができます。 
○学校教育に関わる課題解決を図る研究を１年間かけて
行います。 

○教職修士（専門職）の学位取得を目指します。 
 
 
 
 

○１年間にわたり所属校を離れ、研究・研修を行います。 
○東京都教職員研修センターが定めた研修計画等に基づ
き研究・研修を行い、教科等の専門性や学校教育のリー
ダーとしての資質・能力を高めます。 

 ・教育課題研究（東京都の喫緊の教育課題に関する研究） 
 ・カリキュラム開発研究（東京都の教育課題を踏まえ、

各教員研究生がテーマを設定して取り組む研究） 
 ・実務研修（東京都教職員研修センターが実施する研修

の運営等） 
 ・全体研修（学校経営や教育課題等に関する研修） 
○派遣者は月に１回程度、所属校を訪問し、研究・研修の
状況を管理職に報告します。 

費用 

（学費等） 

原則自己負担 
 検定料、入学金、授業料、施設費、研修に伴う
旅行費等は自己負担となります。通学交通費は都
が負担します。 
 選考結果等により、一定数の派遣者に対して、
学費の一部（検定料、入学金、授業料、施設費）を
都が負担します。＊ 

研修に関わる自己負担なし 

 
 研修費用、通勤交通費は都が負担します。 

主な応募資格 

○主幹教諭、指導教諭、主任教諭、主任養護教諭、教諭、

養護教諭である者 

○昭和5 ６年４月２日以降の出生の者 

○令和６年３月3 1日現在、国公私立学校（大学及び高等専

門学校を除く。）の正規任用としての教職経験を通算し

て７年以上有し、そのうち東京都公立学校での教職経験

（臨時的任用を除く。）を３年以上有する者 

○新教育大学大学院派遣研修（3201）及び大学院設置基

準第 14条適用大学院派遣研修（3202）の出願を行わな

い者 

 

※令和５年度の教育管理職選考との併願はできません。 

○主幹教諭、指導教諭、主任教諭、主任養護教諭、

教諭、養護教諭である者 

○令和６年３月31日現在、国公私立学校（大学及

び高等専門学校を除く。）の正規任用としての

教職経験を通算して６年以上有し、そのうち

東京都公立学校での教職経験（臨時的任用を

除く。）を３年以上有する者 

 
 

※令和５年度の教育管理職選考との併願はできません。 

応募締切 令和５年５月下旬 令和５年８月上旬 

備考 

長期派遣研修を修了した者は、所定の代替措置により、中堅教諭等資質向上研修Ⅰの一部単位（職層等に

より異なる）として読み替えることができます。また、教育管理職選考で一部免除が適用されます。 

 なお、派遣期間中の教育管理職選考の受験は可能ですが、一部免除は適用されません。 

 ＊ 教職大学院派遣研修において、都による学費の一部負担を受けた者が、派遣研修修了後、５年に達するまでの期間内に
離職した場合は、条例により都が負担した費用の返還が求められます。 

 ※ 出願時に各大学院の出願資格及び出願要件に該当するか御確認ください。選考後は、各自で大学院を受験します。試験
内容に関しては、各大学院の募集要項などを御覧ください。 

 ※ 障害等で配慮が必要な場合は、出願前に志望する大学院に受験及び入学に関しての確認をお願いします。また、出願書
類を提出する前に、必ず東京都教職員研修センター研修部教育開発課大学院派遣研修担当まで御連絡ください。 

 ※ 派遣の募集については、４月以降、派遣研修ごとに通知します。所属の管理職に御確認ください。 

＜教職大学院派遣研修広報動画＞ 

https://youtu.be/iTFzFMdSdqg 
＜東京都教員研究生広報動画＞ 

https://youtu.be/uP_SG35aylI  

https://youtu.be/iTFzFMdSdqg
https://youtu.be/uP_SG35aylI


 

 

 

 
 

■ 令和６年３月上旬 

 

 

 

○令和５年度の新教育大学大学院派遣、大学院設置

基準第 条適用大学院派遣及び五つの教職大学

院派遣の代表者が、１年間又は２年間で取り組ん

できた研究内容について報告を行います。 

大学院派遣研修報告会 

 

 

■ 随時  

※各教職大学院にて実施 

○各教職大学院の特色、令和５年度の受験に係る内

容や入学までの手続き、カリキュラムの概要や施

設等の説明があります。教授や在学生の話を直接

聞くことができます。詳細は各教職大学院へお問

い合わせください。 

教職大学院入学説明会（６年度入学） 
 

 

 

■ 令和５年３月上旬 

  （新教育、 条、教職大学院） 

■ 令和５年７月上旬（教員研究生） 

○新教育大学大学院派遣研修、大学院設置基準第

条適用大学院派遣研修、教職大学院派遣研修、教

員研究生について、各実施要綱、募集要項に基づ

く説明、各教職大学院の特色等を説明します。 

長期派遣研修説明会（６年度派遣） 

 

 

 
 

■ 令和６年３月上旬 

○令和５年度の教員研究生が各自で設定した研究

主題に基づき、１年間取り組んできたカリキュラ

ム開発研究の具体的な内容と成果について発表

します。 

東京都教員研究生 

カリキュラム開発研究発表会 

令和４年度 派遣者の声 

大学院設置基準第14条適用大学院派遣者 

〇専攻分野の専門性を磨くとともに、国内外の教育

の知見が格段に広がりました。指導教官から教え

を受けることはもちろん、院生同士で課題につい

て討論したり、研究論文を書いたりして、忙しくも

充実した日々を過ごしています。本制度に感謝し

ています。        【特別支援学校教員】 

東京都教員研究生 

○自分が設定した教育課題の解決に向けて、根拠を

基に徹底的にカリキュラムを練り上げ、効果検証

を行いました。開発した指導法を東京都全体に発

信していくという経験は、スクールリーダーとし

ての専門性を大いに高めてくれたものと確信して

います。            【小学校教員】 

新教育大学大学院派遣者 

〇これまでの自分の実践をリフレクションし、自分の

興味・関心のある教育の様々な分野に夢中になるこ

とができます。また、共に学ぶ同志と豊かな時間を

過ごすことができています。じっくり学べることに

感謝しています。２年間の学びを東京の教育に還元

するために頑張っています。    【中学校教員】 

教職大学院派遣者 

〇現代の教育課題に関する知見や最先端の指導理論

を学習する時間がなかなか取れず、対応を迫られる

ことが多くなってきた中で、腰を据えて学習できる

ことは大きな転機となりました。教授をはじめ、他

校種の先生方、学生たちとの出会いは貴重な経験と

財産となっています。      【高等学校教員】 

「大学院派遣研修・教職大学院派遣研修報告書」及び「東京都教員研究生カリキュラム開発研究報告書」 

は、東京都教職員研修センターのホームページに掲載しています。 

https://www.kyoiku-kensyu.metro.tokyo.lg.jp/09seika/index.html 

 
【問合せ先】 東京都教職員研修センター研修部教育開発課 東京都文京区本郷１－３－３ 

             電 話：03(5802)0307（大学院派遣研修） 03(5802)0319（教員研究生） 

https://www.kyoiku-kensyu.metro.tokyo.lg.jp/09seika/index.html

